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会
員
の
皆
様
に
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
懇
親
会
の
場
を
設

け
ま
す
。
気
の
許
せ
る
同
郷
の
仲

間
と
、
ふ
る
さ
と
鴨
川
の
今
昔
に

つ
い
て
語
り
合
う
ひ
と
時
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
ご
家
族
等
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

※
出
欠
に
つ
い
て
は
、
こ
の
会
報

に
同
封
の
出
欠
票
に
て
、
事
務
局

へ
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
会
場
準
備

の
都
合
上
、
７
月
24
日
（
水
）
ま

で
に
ご

返
信
く

だ
さ
る

よ
う
お

願
い
し

ま
す
。

　令和元年度
定期総会を開催します
議事終了後には、亀田郁夫市長（市執行部）との
市政懇談会やふるさとセミナー、懇親会を併催

　
鴨
川
ふ
る
さ
と
会
の
令
和
元
年

度
定
期
総
会
を
、８
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ス
タ
ー

貸
会
議
室
茅
場
町
で
開
催
し
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事
業

報
告
や
決
算
報
告
、
令
和
元
年
度

事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど
に
つ

い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
す
。

　
議
事
終
了
後
に
は
、
皆
様
の
ご

意
見
・
ご
提
言
を
市
政
に
届
け
る

た
め
、
市
執
行
部
を
お
招
き
し
、

鴨
川
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
会

員
の
皆
様
と
懇
談
す
る
、
市
政
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ふ
る
さ
と
鴨
川
の
発
展
の
た
め
に
、

皆
様
が
お
持
ち
の
ご
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
ご
提
言
く
だ
さ
い
。

　
市
政
懇
談
会
終
了
後
に
は
、
鴨

川
市
生
涯
学
習
課
職
員
を
招
い
て
、

主
基
斎
田
を
テ
ー
マ
に
ふ
る
さ
と

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、

　
市
政
懇
談
会
後
の
ふ
る
さ
と
セ

ミ
ナ
ー
で
は
主
基
斎
田
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
ま
す
。

　
斎
田
と
は
、
天
皇
一
代
で
一
度

限
り
の
、
極
め
て
重
要
な
儀
式
で

あ
る
大
嘗
祭
に
お
供
え
す
る
た
め

の
米
を
収
穫
す
る
水
田
を
指
し
ま

す
。
明
治
４
年
に
行
わ
れ
、
選
定

さ
れ
た
斎
田
は
、
現
在
の
甲
府
市

と
な
る
甲
斐
国
巨
摩
郡
が
悠
紀
斎

田
、
そ
し
て
安
房
国
長
狭
郡
が
主

基
斎
田
の
二
か
所
で
す
。
収
穫
と

式
典
が
行
な
わ
れ
た
跡
地
が
大
正

４
年
に
整
備
さ
れ
、
で
き
た
の
が

主
基
斎
田
址
公
園
で
す
。
村
の
名

称
も
「
主
基
村
」
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
、
公
園
付
近
の
田
か
ら
収

穫
し
た
初
穂
と
、
新
米
で
醸
造
し

た
神
酒
が
明
治
神
宮
に
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ふ
る
さ
と
鴨
川
の

歴
史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
セ
ミ
ナ
ー

 

主
基
斎
田

令和元年度　鴨川ふるさと会
定期総会等のご案内

○日時　令和元年８月４日（日）
　　　　13：00～17：00（予定）
○場所　TKPスター貸会議室　茅場町
　カンファレンスルーム７C　他
　（東京メトロ茅場町駅　９番出口徒歩２
分）
　東京都中央区日本橋茅場町1－6－10
　電話 03－4577－9240
○内容　◇定期総会
　　　　◇市政概要説明
　　　　　市執行部との懇談会
　　　　◇ふるさとセミナー
　　　　◇会員及び市執行部との懇親会
○会費　　会　　員　　　4,000円
　　　　　会員家族　　　2,500円
※懇親会に参加されない方は無料です。
※詳細は、同封の総会案内をご覧ください。
※ 内容については、変更となる場合がござ

います。予めご了承ください。 昨年度総会

主基斎田址公園
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⑮

鴨
川
市
史
に
携
わ
っ
て

高
林
　
直
樹

　
私
は
昭
和
26
年
に
吉
尾
村
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
生
家
の
周
囲
は
農

村
で
、
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気

で
し
た
。
町
の
人
か
ら
は
、
在
の

子
と
い
う
意
味
で
「
ぜ
い
ご
」
と

呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
楽

し
み
と
い
え
ば
、
父
に
連
れ
ら
れ

て
鴨
川
駅
に
、
蒸
気
機
関
車
や

ジ
ー
ゼ
ル
カ
ー
（
気
動
車
）
を
見

に
行
く
こ
と
で
し
た
。
写
真
は
後

ろ
姿
で
す
が
、
昭
和
29
年
３
月
に

撮
っ
た
２
歳
の
と
き
の
も
の
で
す
。

鉄
道
好
き
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
父
は
長
狭
高
の
数
学
の
教
員
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
大
学
を

出
る
と
、
高
校
の
社
会
科
の
教
員

に
な
り
、
県
の
北
西
部
の
高
校
に

勤
め
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
18

歳
で
故
郷
を
出
て
か
ら
は
、
た
ま

の
休
み
に
し
か
帰
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
20
歳
代
の
こ
ろ

は
時
間
が
あ
る
と
、
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
、
夜
行
を
使
い
な
が
ら

安
上
が
り
の
鉄
道
の
旅
を
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

鴨
川
市
史
を
や
っ
て
み
な
い
か
と

い
う
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
30
歳

代
半
ば
の
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
、

地
域
史
関
係
の
本
な
ど
に
駄
文
を

書
い
て
い
た
の
が
目
に
留
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
う
し
て
十
数
年
ぶ

り
に
、
故
郷
と
の
関
係
を
取
り
戻

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
鴨
川
市

史
で
は
『
通
史
編
』（
平
成
８
年
）

や
、
通
史
を
わ
か
り
や
す
く
叙
述

し
た
『
読
本
編
』（
平
成
10
年
）
の
、

い
ず
れ
も
明
治
以
降
の
近
現
代
史

部
分
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
鴨
川
市
を
構
成
す
る
旧
12
町

村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
、『
大

山
の
あ
ゆ
み
』（
平
成
14
年
）
な

ど
「
あ
ゆ
み
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て

刊
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も

近
現
代
史
部
分
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
本
年
中
に
11
番
目
の
『
西
条

の
あ
ゆ
み
』
が
刊
行
さ
れ
る
予
定

で
、
残
り
は
『
主
基
の
あ
ゆ
み
』

だ
け
と
な
り
ま
す
（
現
在
、
執
筆

中
で
す
）。

　
今
ま
で
執
筆
し
て
き
た
鴨
川
市

域
の
旧
12
町
村
か
ら
、
私
が
興

味
・
関
心
を
持
っ
た
明
治
以
降
の

人
物
を
、
旧
町
村
ご
と
に
一
人
ず

つ
挙
げ
て
み
ま
す
。

　
江
見
町
は
真
田
沖
合
で
す
。
真

田
は
船
の
先
頭
に
立
っ
て
魚
の
群

れ
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
行
く
先

の
水
が
魚
に
化
け
る
と
ま
で
い
わ

れ
、
知
事
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。

大
正
12
年
に
77
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。

　
太
海
村
は
鈴
木
松
五
郎
で
す
。

太
海
村
長
も
し
て
い
た
鈴
木
は
明

治
41
年
、
移
住
漁
業
村
の
朝
鮮
千

葉
村
の
監
督
に
な
り
ま
し
た
。
同

村
の
運
営
に
尽
力
し
ま
し
た
が
、

彼
の
地
で
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
曽
呂
村
は
水
田
三
喜
男
で
す
。

昭
和
31
年
に
通
産
大
臣
に
就
任
し

た
の
を
皮
切
り
に
、
大
蔵
大
臣
に

昭
和
35
、
41
、
46
年
に
就
任
し
、

通
算
５
年
蔵
相
を
務
め
、
経
済
の

高
度
成
長
を
牽
引
し
ま
し
た
。

　
大
山
村
は
安
田
勲
で
す
。
民
権

運
動
に
参
加
し
、
明
治
23
年
の
第

１
回
衆
議
院
選
挙
に
当
選
し
、
以

降
９
回
の
当
選
を
重
ね
ま
す
。
長

狭
３
村
は
「
政
治
の
大
山
、
学
問

の
吉
尾
、
産
業
の
主
基
」
と
言
わ

れ
ま
す
。

　
吉
尾
村
は
古
泉
千
樫
で
す
。
吉

尾
や
田
原
の
小
学
校
に
奉
職
後
に

上
京
し
、
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
昭
和
２
年

に
42
歳
で
死
去
、『
屋
上
の
土
』『
青

牛
集
』
な
ど
の
歌
集
が
あ
り
ま
す
。

　
主
基
村
は
川
名
伝
で
す
。
大
正

５
年
か
ら
昭
和
15
年
ま
で
村
長
を

務
め
、
農
作
物
の
増
収
や
産
業
組

合
の
育
成
を
図
り
、
主
基
村
を
全

国
に
知
ら
れ
る
模
範
村
に
育
て
ま

し
た
。
農
繁
期
の
就
業
や
休
憩
等

の
時
間
に
は
全
村
に
響
く
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
イ

レ
ン
は
昭
和
30
年
代
ま
で
続
き
ま

す
。

　
田
原
村
は
別
所
武
三
で
す
。
旧

花
房
藩
士
で
明
治
７
年
に
教
員
に

な
り
、
そ
の
後
に
田
原
小
学
校
長

に
な
る
な
ど
、
大
正
６
年
に
66
歳

で
退
く
ま
で
44
年
に
わ
た
り
田
原

の
二
千
有
余
人
を
教
育
し
ま
し
た
。

　
鴨
川
町
は
畠
山
勇
子
で
す
。
明

治
24
年
に
大
津
で
ロ
シ
ア
皇
太
子

が
斬
り
つ
け
ら
れ
た
事
件
に
際
し
、

こ
の
国
難
に
命
を
さ
さ
げ
る
と
し

て
京
都
府
庁
舎
前
で
カ
ミ
ソ
リ
で

自
刃
し
ま
し
た
。
26
歳
で
し
た
。

　
西
条
村
は
長
谷
川
昻
で
す
。
東

京
湾
観
音
像
の
原
型
の
制
作
な
ど
、

現
代
日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
で

す
。
鴨
川
市
内
に
は
多
く
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
に
１
０
２
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　
東
条
村
は
戸
坂
清
次
で
す
。
昭

和
６
年
に
村
長
、
11
年
に
県
会
議

員
に
な
り
ま
し
た
。
終
戦
直
後
の

昭
和
20
年
11
月
に
、
51
歳
で
地
方

自
治
法
施
行
前
の
最
後
の
県
会
議

長
に
な
り
ま
し
た
。

　
天
津
町
は
四
宮
喜
三
郎
で
す
。

明
治
22
年
の
天
津
町
誕
生
に
あ
た

り
37
歳
で
初
代
町
長
と
な
り
ま
し

た
。
千
葉
県
水
産
界
の
大
立
者
で
、

若
く
し
て
明
治
20
年
に
県
の
水
産

主
務
に
就
い
て
い
ま
す
。
大
正
３

年
に
は
町
長
経
験
者
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
請
わ
れ
て
町
助
役
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
小
湊
町
は
沼
野
玄
昌
で
す
。
蘭

学
を
学
ん
だ
医
師
で
、
明
治
10
年

に
貝
渚
村
で
コ
レ
ラ
患
者
を
治
療

中
に
、
コ
レ
ラ
毒
を
広
め
て
い
る

と
誤
解
し
た
住
民
に
よ
っ
て
殺
害

さ
れ
ま
し
た
。
42
歳
で
し
た
。
弔

魂
碑
が
加
茂
川
河
口
の
汐
留
公
園

に
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
縷
々
述
べ
て
き
ま
し
た

が
、
県
内
の
地
理
・
歴
史
を
紹
介

し
た
も
の
、
ま
た
、
鉄
道
好
き
が

高
じ
た
も
の
と
し
て
次
の
著
作
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
一
読
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
出
版
社
は
い
ず

れ
も
実
業
之
日
本
社
で
す
。

　『
千
葉
「
地
理
・
地
名
・
地
図
」

の
謎
』（
平
成
26
年
）、『
京
成
沿

線
の
不
思
議
と
謎
』（
平
成
29
年
）

◆ご寄稿者プロフィール◆
高林　直樹（たかばやし なおき）氏

1951 年吉尾村に生まれる。現在は松戸市に在住。

大学では地理を専攻。卒業後は千葉県内の高校教諭、

千葉県史料研究財団事業第１課長、公立高校長を経て、

聖徳大学 AO 入試研究センター教授を務めた。この傍

ら、千葉県史、千葉県議会史、鴨川市史をはじめ県内

の市町村史等の執筆に従事。

主な著書

　『千葉県地名大辞典』（共著、角川出版 1984）

　『千葉県の百年』（共著、山川出版 1990）

昭和 29年 3月の安房鴨川駅
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▼
オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ
近
況

　
１
部
昇
格
に
向
け
て
好
発
進

　
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
部
に
昇
格

し
て
か
ら
今
シ
ー
ズ
ン
で
３
年
目

を
迎
え
た
オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ
は
、

前
期
の
リ
ー
グ
戦
９
試
合
を
終
え

て
６
勝
２
分
１
敗
。
１
部
昇
格
圏

内
の
２
位
で
折
り
返
し
ま
し
た
。

　
今
季
、
オ
ル
カ
の
好
調
な
要
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
失
点
の
少

な
さ
で
す
。
昨
季
の
前
期
終
了
時

は
失
点
16
で
２
部
10
チ
ー
ム
中
、

ワ
ー
ス
ト
１
位
で
し
た
が
、
今
季

は
こ
こ
ま
で
失
点
３
と
リ
ー
グ
最

少
失
点
。
昨
季
と
打
っ
て
変
わ
っ

て
守
備
力
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
が

前
期
オ
ル
カ
が
飛
躍
し
た
大
き
な

要
因
と
い
え
ま
す
。
そ
の
オ
ル
カ 近賀選手

小嶋選手

オ
ル
カ
鴨
川
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　

ト
ピ
ッ
ク
ス

鴨
川
市

　
納
涼
花
火

-

鴨
川
大
会-

-

小
湊
大
会-

の
守
備
を
中
心
的
に
支
え
て
い
る

の
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
新
加
入
し
た

近
賀
ゆ
か
り
選
手
で
す
。
近
賀
選

手
は
過
去
に
日
本
代
表
で
活
躍
し
、

２
０
０
４
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
優
勝
に
貢
献
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
３
回
連
続
出

場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
、
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
一
員
と
し
て
活
躍

し
、
銀
メ
ダ
ル
獲
得
に
大
き
く
貢

献
。
日
本
代
表
通
算
１
０
０
試
合

出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ー
グ
戦
は
残
り
９
試
合
。
後

期
は
９
月
１
日
か
ら
再
開
さ
れ
ま

す
。
引
き
続
き
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

▼
小
嶋
星
良
選
手

Ｕ
ー
19
日
本
女
子
代
表
フ
ラ
ン
ス

遠
征
メ
ン
バ
ー
に
選
出

　
小
嶋
選
手
が
５
月
５
日
か
ら
５

月
21
日
ま
で
の
期
間
、
フ
ラ
ン
ス

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｕ
Ｄ 

Ｌ
ａ

ｄ
ｉ
ｅ
ｓ 

Ｃ
ａ
ｐ
」
に
日
本
代

表
と
し
て
出
場
し
、
２
位
で
大
会

を
終
え
ま
し
た
。
試
合
は
５
試
合

行
わ
れ
、
う
ち
小
嶋
選
手
は
４
試

合
に
出
場
。
２
戦
目
の
ガ
ボ
ン
女

子
代
表
と
の
試
合
で
は
１
ゴ
ー
ル

を
決
め
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し

ま
し
た
。
Ｕ
ー
19
女
子
日
本
代
表

は
10
月
に
タ
イ
で
「
Ａ
Ｆ
Ｃ 

Ｕ
ー

19
女
子
選
手
権
」
も
控
え
て
お
り
、

小
嶋
選
手
は
村
岡
選
手
に
続
く
日

本
代
表
選
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
７
月
29
日
（
月
）
午
後
７
時
30

分
か
ら
８
時
20
分
ま
で
、「
日
本

の
渚
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る

前
原
横
渚
海
岸
を
会
場
と
し
て
、

「
鴨
川
市
納
涼
花
火 

鴨
川
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
昨
年
同
様
に
、
一
万
発

を
打
ち
上
げ
る
予
定
で
、
ス
タ
ー

マ
イ
ン
や
水
中
花
火
な
ど
が
鴨
川

の
夜
を
彩
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
ビ
ー
ト
た
け
し
が
命

名
し
た
バ
ン
ド
「
ジ
ュ
リ
ア
ナ
の

祟
り
」
改
め
「
エ
ナ
ツ
の
祟
り
」

の
ス
テ
ー
ジ
や
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
イ

ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
特
設
会
場
で
は
、

特
別
観
覧
席
（
有
料
）
の
他
、
地

元
飲
食
店
が
集
ま
る
お
ら
が
商
店

街
が
20
店
舗
以
上
軒
を
連
ね
、
鴨

川
の
う
ま
い
も
ん
が
大
集
合
し
ま

す
。

　
ま
た
、
８
月
16
日
（
金
）
午
後

８
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で
、
小
湊

漁
港
を
会
場
と
し
て
、「
鴨
川
市

納
涼
花
火 

小
湊
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
趣
向
を
こ
ら
し
た
色
鮮
や
か
な

花
火
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

荒
天
の
場
合
は
、
順
延
と
な

り
ま
す
。
当
日
は
、
駐
車
場
に
限

り
が
あ
り
、
会
場
周
辺
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
　
鴨
川
市
観
光

協
会
〔
☎
０
４
‐
７
０
９
２
‐
０

０
８
６
〕

新規会員を
募集しています！

　本会では、年間を通して新規会員を
募集しています。今回、会報発送に併
せて、会員募集チラシを同封させてい
ただきました。
　会員の皆様のお知り合いの方で、鴨
川出身の方や鴨川にゆかりがあり応
援したいという方へお配り頂くなど、
会員の募集にぜひご協力ください。
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鴨
川
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
田
舎
暮
ら
し
を
支
援
し
ま
す
！

ふ
る
さ
ぽ
ー
と
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
す
本

市
で
は
、「
米
や
野
菜
づ
く
り
を

は
じ
め
て
み
た
い
」、「
自
然
が
豊

富
な
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
」
と
希

望
す
る
都
市
住
民
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
移
住
定
住
の
相
談
窓
口
と

な
る
『
鴨
川
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、
相
談
者
の

理
想
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
移
住

に
関
す
る
不
安
な
ど
を
伺
い
「
移

住
す
る
ま
で
」
と
「
移
住
し
て
か

ら
」
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
構
築
支

援
を
し
て
い
く
ほ
か
、
い
き
い
き

帰
農
者
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
空
き

家
見
学
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
い
き
い
き
帰
農
者
セ
ミ
ナ
ー

　「
い
き
い
き
帰
農
者
セ
ミ
ナ
ー
」

は
、
市
民
や
先
輩
移
住
者
と
一
緒

に
野
菜
栽
培
の
基
礎
を
学
び
な
が

ら
、
移
住
に
必
要
な
『
地
域
と
の

つ
な
が
り
』
を
作
る
場
と
も
な
っ

て
お
り
、
鴨
川
市
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
的
な
取
組

で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
こ
数
年
、

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
っ
て
お
り
、

昨
年
度
は
19
回
開
催
し
、
延
べ
４

６
４
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
20
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
参
加
で
き
る
回
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

[
参
加
費]

　
１
回
に
つ
き
１
人

１
，０
０
０
円
（
※
初
回
は
無
料
）

[

場
　
所]
　
里
の
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ 

み

ん
な
み
の
里
ほ
か

[

時
　
間]

　
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
頃
ま
で

[

そ
の
他]

　
収
穫
し
た
野
菜
な

ど
は
、
お
土
産
に
な
り
ま
す
。

▼
移
住
定
住
施
策
の
よ
り
一
層
の

推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　
よ
り
効
率
的
な
事
業
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
農
的
移
住
以
外
の

新
た
な
移
住
の
切
り
口
を
加
え
、

よ
り
一
層
の
移
住
定
住
の
促
進
を

図
る
べ
く
、
本
年
４
月
の
市
の
組

織
改
編
に
伴
い
、
移
住
定
住
施
策

に
関
す
る
所
管
部
署
を
統
合
し
、

経
営
企
画
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

が
所
管
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
情
報
発
信
力
の
強
化
を
目
指
し

ま
す
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
い
き
い

き
帰
農
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、

移
住
定
住
に
関
す
る
情
報
、
地
域

情
報
等
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
随
時
発
信
し
て
き
ま
し

た
が
、
よ
り
能
動
的
な
情
報
発
信

を
行
う
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ア
プ
リ
を
ご
利
用
の
方
は
、「
鴨

川
市
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

　
本
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
鴨
川
の

更
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
積
極

的
な
支
援
を
勧
奨
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
30
年
度
の
実
績

　
平
成
30
年
度
の
寄
附
金
総
額
は
、

１
億
６
０
０
７
万
２
千
円
で
、
前

年
度
の
２
億
２
６
９
５
万
４
千
円

と
比
較
し
て
、
６
６
８
８
万
２
千

円
の
大
幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
総

務
省
の
要
請
に
基
づ
き
、
寄
附
者

に
贈
呈
す
る
返
礼
品
の
返
礼
割
合

を
３
割
に
引
き
下
げ
た
ほ
か
、
地

場
産
品
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た

返
礼
品
を
取
り
止
め
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
寄
附
拡
充
に
向
け
た
改
善
点

　
寄
附
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、「
楽
天
」
か
ら
の

寄
附
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

払
い
な
ど
の
納
付
方
法
の
追
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
見
直
し

　
本
年
６
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
対
象
団
体
と
な
る
た
め
に
は
、

総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

鴨
川
市
で
は
、
制
度
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
適
正
な
運
用
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
既
に
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

掲載記事を募集します！
　会員の皆様からの「鴨川ふるさと会だより」への掲載記
事を募集しています。日頃感じていることや、ふるさと鴨
川への想い、身の回りの出来事などを会員ページに掲載
してみませんか。
　今号では、平成 28 年度第１回ふるさとセミナーで講
師をしていただいた高林直樹氏にご寄稿をいただきまし
た。ありがとうございました。今後も、この「鴨川ふるさと
会だより」を、会員同士の交流を深める場、報告の場など
として、どうぞお気軽にご利用ください。

＜開催日程＞
  ７月  ５日（金）、20日（土）
  ８月  ３日（土）、30日（金）
  ９月14日（土）、28日（土）
10月11日（金）、26日（土）
11月  ８日（金）、30日（土）
12月13日（金）
  １月25日（土）
  ２月  ７日（金）、22日（土）
  ３月14日（土）

タ

ー
」
と

検
索
い
た

だ

く

か
、

下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ

ス
し
、フ
ォ

ロ
ー
を
お

願
い
し
ま

す
。

鴨川市ふるさと回帰支援センター

移住相談会での相談の様子

いきいき帰農者セミナーの様子


